
    

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 あたたかな陽気の中、子供たちも先生方も期待に胸を膨らませながら、新学期を迎えたのではないでしょ

うか。今年度も長年にわたり積み重ねてきた市川市の学校図書館の機能を生かし、新しい実践が多く展開さ

れることを期待しております。今年度もよろしくお願いいたします。 

  

  

 

 

 
 

 

  

  

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

                                            NO.121 

                                  ４月号 
平成３０年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター） 

 

 

 

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  

【学校図書館関係研修会予定】 

○「司書教諭 研修会」 ７月２５日（水）13：00～16：45 
・講師：全国ＳＬＡ学校図書館スーパーバイザー 福田 孝子先生  
○「学校図書館研修会・ネットワーク会議」 
・第２回目 ８月７日（火）10：00～16：45 

   午前：ブッロク交流会 
   午後：講演会 講師 帝京大学 教授 鎌田 和宏 先生 
・第３回目 １月２９日（火）15：30～16：45 文部科学省研究協力校による実践発表の予定 

 
 

 

第６０回「こどもの読書週間」 ４月２３日～５月１２日 
公益社団法人 読書推進運動協議会主催「こどもの読書週間」の今年の標語は、 

「はじまるよ！本のカーニバル」です。カーニバルの楽しい雰囲気が伝わるこの標語 

には、作者の「本を読みはじめるとわくわくするよ！みんな本を読んでもっと楽しも 

う！」という願いが込められているそうです。 

「こどもの読書週間」の期間中には、様々な場所で読書推進に関わる行事が催されま 

す。市川市中央図書館では、「こども読書の日」に合わせて、４月２２日（日）に 

「はるかぜえほんの会」を開催します。このような機会に、公共図書館に足を運んで 

みてはいかがでしょうか。 

  

 

 昨年度末に集計した平成２９年度の学校図書館実態調査の結果及び物流ネットワーク貸借数等について

お知らせします。 

① 学校図書館実態調査結果より（小・中・義・特別支援学校合計） 

学校図書館活用時間数 ３９，９７３時間 

学校図書館活用単元数 ６，５３０単元 

② 物流ネットワーク貸借数について 

    ７０回合計   ４６，１４５冊 

昨年度、各校で実施していただいた「学校図書館実態調査」を分析 

すると、各学年の読書傾向や学校図書館活用の状況など自校の傾向が 

わかります。ぜひ、実態調査の結果を今年度の学校図書館運営に役立 

てていただければと思います。 

 

     『新任学校司書紹介』 ～よろしくお願いします～ 

新たに４名の学校司書をお迎えしました。どうぞよろしくお願いします。 

○ 二塚 はる子 さん（南行徳小学校）  ○ 阿部 仁麗 さん（大町小学校） 

○ 髙橋 直美 さん （稲越小学校）   ○ 鈴木 浩美 さん（福栄中学校） 

                  

お知らせ 

 

 

 

 

 

 
『平成３０年度 学校図書館年間利用計画』入力について 
  今年度も学校図書館年間利用計画の作成をお願いします。年間利用計画を作成することで、読書活

動や学校図書館利用を計画的に進めることができます。教育センターでは、各学校の年間利用計画を

集計し、教育センターホームページに掲載しています。 

入力期限は、５月１８日（金）です。市内共有フォルダ内に、昨年度の内容を入力した学校図書館

年間利用計画が保存してありますので、参考にしていだだき、加除訂正して上書き保存してください。 

☆お願い☆ 

 

 平成３０年度の子供の読書活動優秀実践校に贈られる「文部科学大臣表彰」に、南行徳中学校が選ばれ

ました。南行徳中学校の学校図書館は、職員室の前に配置され、日頃から多くの教職員が学校図書館を訪

れます。「先生版 図書便り」を発行し、また、職員室への移動図書館を定期的に設置、教職員に向けて

学校図書館活用の啓発を行っています。 
学校図書館と生徒たちの距離を縮めるための取組として、体験 

学習・調べ学習を伴う実践を行っています。「市川の民話を語りで 
聴く会（１年生）」「パラリンピックに向けて、障がい・福祉の理 
解（２年生）」「職場体験・学校図書館（２年生）」「市川市手児奈 
文学賞応募のための添削・出前授業（３年生）」など、それぞれの 
学年行事としています。また、「ドイツ留学生との昔話交換会」も 
行っており、訳されたプリントを見ながら、ドイツ語と日本語で 
お互いに絵本の読み聞かせをします。 
適応指導教室では週に一度、読み聞かせを中心に絵本を味わい 

語り合う時間があります。毎月、PTA会議室を開放して行われる 
高齢者の集い「南行徳サロン」では、図書委員が読み聞かせを行います。 
様々な取組を通して、生徒も教職員も足を運びたくなる学校図書館運営を心がけています。 

 

近代文学資料・明治の文化 

夏目漱石初版本コーナー 

 

前年度より、単元数が、 

１，５８６単元増加しまし

た。全教科・領域において、

学校図書館の活用が見られ、

単元の幅が広がりました。 

  

 

 


